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1.はじめに

直流竜気鉄道のき竜線に使用されている硬アルミより線の圧

縮接続箇所において，素線切れや断線する事象が多く発生してい

る。この原因としては，圧縮接続箇所内で硬アルミより線が腐食

し，その素線がジュー／沼砕持って溶断に至るということが確認

されており，当社においても直線スリープ箇所で，き電線が断線

するという事故が発生しt::aこの事象に鑑み，アルミき電線の圧

縮スリープの撤去品を回収し，採取したJ王縮スリープを経年，

周囲現境，種類に分別して，その電気的性能を調査したので報告

する。

2.電気的性能の測定方法

各種圧縮スリープ類は，その電気抵抗｛血が問題であり，素線切

れや断線事故を発生させる要因と考えられることから，図 1に示

すようにダプルプリッ沼低抗計を用いて抵抗を測定した。今回，

撤去・回収したスリープ類は電線の余長が短かったので，JlSに

基づく測定I)が困難であったため，スリープ間の許容抵抗の基準

値を計箆し，測定値と比較することによって検討を行った。直線

スリープの許容抵抗の基準値は，図2に示すように， L問の同種

竜線長の抵抗として算出しt::..,また，平行分岐スリープの許容抵

抗基準値は， L問の各種電線問 (A~C,B~D問）の抵抗に線

間のスリープ抵抗 (C~D)を加箆した合計値とした。
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図2圧縮スリーブの抵抗測定方法

図1測定風景とダブルブリッジ抵抗計

3.測定結果および考察

圧縮スリープの竜気抵抗測定結果を表1およ訊図3,図4に示

す。表 1,図3から竜気抵抗値の増加は経年に関係なく発生して

いることが分かる。また，図4,図5から測定した圧縮スリープ

の基準抵抗値と測定抵抗値を比較すると，直線スリープよりも並

行分岐スリープの方が測定値と基準値に大きな差違がある傾向

が分かる。

表1に示す資料番号6番と 9番の平行分岐スリープを比較した

場合，経年，種別については大きお喜いはないが，測定した抵抗

値は5倍以上の差があるため，この抵抗値の高い圧縮スリープ

演料番号6)を切断することによって調査を実施した。
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図3電気抵抗の増加と経年の関係（測定結果）
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• 小空隙にはアルミより線の外隔素線表面の酸化に起因する煤の

様な汚れが溜まっており，これが竜気抵抗(il'iffl加の一翼を担って

いると推測される。． ． 
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(b)平行分岐スリーブ

図4 圧縮スリーブの祗抗測定絡果

図5 平行分岐スリーブ（試料番号6)の切断面

4.まとめ

アルミき電線の圧縮スリープの撤去品を採取し，経年・種類等

に分別して，その竜気的性能を調査した》その結果，砲気抵抗値

の増加は経年に関係なく発生しており，直線スリープよりも平行

分岐スリープの方が抵抗値の刑加が著しい傾向にあることが分

かった，また，抵抗低の増加が頻著であった平行分岐スリープに

ついて解体調査を行った結果，段圧縮の際の圧縮ダイスの重なり

部分において，スリープの一部に圧縮不足が生じると，スリープ

内に微小到隙が発生し，そこにアルミより線の外層素線表面の数

化に起因する煤の様な汚れが溜まり，抵抗値が増加する可能性が

あることを確認しt.:.,最後に本調査に際し，ご協カ ・ご支援をい

ただいた株式会社鼈業の皆様に謝意を表します。

調査に際し，圧縮スリープの端から 2cm程度の箇所で垂直に

切断したが，肉眼ではアルミより線の劣化は判断出来なかった，

ところが，線状箇所に微小空隙が観測された。図5に圧縮スリー

プを線条方向に切断した写其を示す。一般に圧縮スリープは圧縮

機により段圧縮を行い，スリープと線状との一体化を図り ますが，

図5でば丑甜ダイスの重なり部分において，スリープの一部に圧

縮不足箇所が発生し，微小空隙が出来ていることが分かる。圧縮

スリープ内の微小空隙箇所の位置を考慮すると，平行分岐スリー

プの場合，アルミき竜線と分岐する銅より線の口径が異なるため，

圧縮作業時の規定圧縮力が当該箇所に伝わらず，その結果，空隙

が出来たと考えられる。このことは，微小空隙が特に平行分岐ス

リープに多く発生していたことからも理解出来る。なお，この微

表 1 圧縮スリーブの撤去品調査結果の一例
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(I) ns E2220 :「砲車線路用より線スリープ」(2001)

iXI "'' 庄 寸 9去 庄 ”au寸 5去 1 1•P 量•mm 轟皐ぼ抗鎧J.J9 胴定ほ抗観“,

1 ““しスリ フ 9̂S90-^.l.610 32 500 6U 

2 直“スリー フ A1510-̂↓．610 32 500 666 56 
3 直;..ス1J フ ^090-̂↓.510 RQ ' ’̂  c: .. 直 紬 スIJ フ 1̂590-̂JS90 

璽547 

r.1 7 77  

＂ ""嶋スリ フ A151 O-AL5 I 0 66 ≪≫ 1 ~ 
8 直：“じスIJ フ AIS 1 O-AL6 I 0 52 ＂ 9.7 

7 直ヽ・スIJ フ A.1510-A.LS 10 32 4 ’‘ 95口

8 Ill..ス•Jフ A9590-AS90 554 ': .. ＾ A7  ， 直“スIJ-9 '̂590-̂J...510 28 600 663 53 32 8 23.6 
10 ＂`嶋ス IJー フ ＂^＂゚ ー^.t..5,。 500 649 49 32 6 130 
11 直鍼スリー フ A9510-A590 29 600 659 69 33,2 920 
12 亭"”“ス・J--;J 古ハ．690-OU2OO 14 220 260 30 23  1 22.4 
3 •n”`重コ')-フ 古 L̂S90-H9OO ”9.,、 246 ?R  6 34n  

14 ""”“.,.,.Jーブ '̂590-ALS90 7 160 180 20 13  6 8.0 
9 E 雫"”“しス•9 フ Al510-CUIOO 95 1 O 5 17.6 4 99 

16 響’'”“̀スヽ｝ーフ 冨A\.110~U100 32 220 240 20 34 8 161.0 
17 •’'”“ス’J-9 古AU,O-OU.1!00 14 220 260 40 23 9 81.0 
18 亨"”“スリーブ AL~l0-AL200 33 160 193 33 18.8 10.5 
19 雫l"”“スリープ 古＾“tO-OUtOO 36 220 247 27 36  7 33  6 
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